
福田湯田遺跡　現地公開資料
  ふく   だ     ゆ     だ

【主催】岡山県古代吉備文化財センター

【日時】令和 6年 10 月 24 日（木）・25 日（金）

【場所】津山市福田
福田湯田遺跡発掘調査現場

10：00 ～ 15：00

調査成果　[ 中世 ]

はじめに

　岡山県古代吉備文化財センターでは、一般国
道 53 号（津山南道路）改築工事に伴い、福田湯
田遺跡の発掘調査を行っています。
　福田湯田遺跡は、

よしいがわ
吉井川支流の

さらがわ
皿川の両岸に

広がる遺跡です。遺跡の東側の丘陵には、
さ ら や ま
佐良山古墳群最大の

ぜんぽうこうえんふん
前方後円墳である

たかのやまね
高野山根

２号墳（残存長 37ｍ、６世紀後葉か）を始めと
した多くの古墳があります。
　福田湯田遺跡の調査では、これらの古墳がつ
くられた頃の旧皿川の流路（水が流れた跡）が
複数確認されました。流路からは、水辺の祭祀
に用いられたと考えられる土器がいくつか見つ
かりました。流路は古墳時代が終わる頃には埋
没し、中世になると

ほったてばしらたてもの

掘立柱建物（穴を掘って柱
を立てた建物）がつくられます。
　

　今回の調査では中世（鎌倉・室町
時代）と考えられる掘立柱建物１棟
が見つかりました（右、写真 )。他に
も溝や

はしらあな

柱穴があるので、中世には人
が生活できるような場所になったこ
とが窺えます。また、遺跡の南西に
位置する

まるやま
丸山城跡との関わりも想定

できます。

No.５掘立柱建物
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岡山県古代吉備文化財センター
〒701-0136　岡山市北区西花尻 1325-3
TEL 086-293-3211　FAX 086-293-0142
https://www.pref.okayama.jp/site/kodai/

調査成果　[ 古墳時代 ]

　古墳時代では、No.３流路（幅１ｍ、
深さ 30cm 程度）から、特徴的な出
土状況の土器が複数見つかりました。
時期はいずれも古墳時代後期と考え
られます。

　No.６では手づくね土器（手でこね
てつくられた土器）が１点出土しま
した。壺のミニチュア版で高さは約
8.0cm、朱色に塗られていることから、
実用ではなくお祭りやお祈りのため
の土器だといえます。
　またNo.２と No.７では、流路の底

で
す え き
須恵器と

は じ き
土師器がセッ

トで見つかりました。須
恵器とは窯で焼いた硬い
土器、土師器とは、野焼
きで焼いたやわらかい土
器を指します。
　特に、No.２の土師器
は、流路の底に上下逆さ
まで置くという特徴的な
出土状況をしています。
これは、水辺で行われた
祭祀との関連も窺われ、
興味深い事例です。
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１区（調査地北端）古墳時代全体図（1/200）
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